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論 文 の 要 旨 
 
題 目  心理的評価の観点からみた建築・都市空間における全天球画像の活用可能性に関する研究 
A Study on the Utilization Possibility of the Whole Sky Image in Architectural and 
Urban Space from the Viewpoint of Psychological Evaluation 

































































































2 点目は、建築設計分野における 3 次元設計との関わりである。現在、建築設計分野では建築物を 3 次元で構
築する BIM（Building Information Modeling）の活用が進んでいる。この流れは建築設計に留まらず、施工、保
守・運用といった建築に係る様々なフェーズで進行していくと考えられ、設計者のみならず、一般の人々に対し
ても 3 次元空間を呈示する状況は増えていくものと考えられる。その際、切り取られた 2 次元の写真のような空
間呈示ではなく、人々が任意に空間内を観察できるように全天球画像を呈示することが有効な手法と考えられ、
本研究で示した手法を用いて、様々な情報を収集することも可能になると考える。今後建築設計分野にも AI 技
術が活用される時代になれば、この様な膨大な情報を活用して、設計者とコンピュータが一緒に設計を行う時代
も訪れることが予想される。 
したがって、本研究で提案した手法を発展させることや、各種空間に対する観察特性や心理的評価を求める事
例を増やすことは、良好な空間の設計に資する基礎的資料の整備という面で継続する意義を有することと考える。 
